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当院緩和ケアチームは身体症状の緩和を担当する医師2名（麻酔・疼痛緩和科）、精神症状緩和を担当
する医師（心身医療科）、がん性疼痛認定看護師、がん看護専門看護師、薬剤師各１名、医療ソーシャル
ワーカー（MSW）2名で構成されております。紹介窓口は麻酔・疼痛緩和科外来で随時受け付けており
ます。

これまでも多くの入院患者さんをご紹介いただき様々なサポートを提供してまいりましたが、最近では、
外来化学療法センターを利用される患者さんが増加しています。麻酔・疼痛緩和外来を併診していただく
と、より抗がん剤治療中の療養生活の質を向上させることができるかもしれません。
ご紹介いただいたほとんどのケースではチームの一部のみが関わっており、関わりの度合いや介入者も必
要に応じて個別に変化させています。例えば、

◆細かな薬剤調製が必要な場合は医師が頻回の診察し、症状が安定してくればその頻度を減少する
◆詳しい薬剤指導には薬剤師が関わる
◆カウンセリングを中心に関わる場合は看護師主体で関わる
◆在宅療法への橋渡しにはMSWが主体となる

などといったことです。緩和ケアチームは抗がん剤治療がスムーズに行えるように、また、積極的治療終
了後も患者さんがその人らしく過ごせるように、医療チーム全体をサポートいたします。
緩和ケア≠終末期ですので、患者さんの病期には関係なく気軽にご相談ください。もちろん入院/外来ど
ちらでもサポート可能です。紹介状とともにペインクリニック予約枠もしくは緩和ケア予約枠を選択して
ください。ぜひご利用ください。

（担当：麻酔科学講座 助教 橋本孝太郎）

緩和ケアチームをどんどんご利用ください

緩和緩和緩和緩和ケアケアケアケア部門部門部門部門よりおよりおよりおよりお知知知知らせらせらせらせ

12月より、外来化学療法センターでは
看護師4名、助手1名の体制となりまし
た。よろしくお願いいたします。
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消化器外科Ⅰ 36 消化器内科 6

消化器外科Ⅱ 22 婦人科 16

乳腺外科 94 泌尿器科 4

呼吸器科 16 血液内科 2

内分泌 ２ 小児科 24

皮膚科 4 合計 226226226226

臨床腫瘍セミナー開催案内

～ 働くがん患者、直面する課題とは ～
演題：「もっと知って欲しい 働き盛りのがん」
講師：特定非営利活動法人 HOPE★プロジェクト

理事長 桜井 なおみ 先生
日時：平成21年12月15日（火）18時～19時
場所：第二臨床講義室

Cancer Board開催案内

消化器 1月14日（木） 19時30分
骨軟部 1月18日（月） 18時30分
呼吸器 1月18日（月） 19時

医療従事者を対象に、各臓器別に診療科横断的
な腫瘍カンファランスを定期的に開催しており
ます。医療従事者であればどなたでも出席でき
ます。

（担当：麻酔科学講座 助教 橋本孝太郎）

利用者数 226名

外来化学療法外来化学療法外来化学療法外来化学療法センターよりセンターよりセンターよりセンターより外来化学療法外来化学療法外来化学療法外来化学療法センターよりセンターよりセンターよりセンターより

※大学院生は共通必修科目（規定の8）に該当します。


